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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材シートと、
　前記基材シートの一方の面に形成された熱転写層と、
　前記基材シートの前記熱転写層と反対側の面に形成された背面層とからなる熱転写シー
トであって、
　前記背面層が、滑性成分として、前記背面層の重量に対し１～５０重量％添加されかつ
有機金属化合物、リン系化合物、硫黄系化合物およびこれらの混合物からなる群から選ば
れる極圧剤および金属石鹸を含有することを特徴とする、熱転写シート。
【請求項２】
　前記金属石鹸が、アルキルリン酸エステルの多価金属塩および／または脂肪酸の多価金
属塩からなる、請求項１に記載の熱転写シート。
【請求項３】
　前記背面層と基材シートとの間にプライマー層を設けられてなる、請求項１に記載の熱
転写シート。
【請求項４】
　前記背面層がさらにフィラーを含有する、請求項１に記載の熱転写シート。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、感熱記録材料に関し、特に背面層の改善が図られた熱転写シートに関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】
近年のプリンターの高速化は、サーマルヘッドのさらなる高速化、高分解能化を要し、こ
のためサーマルヘッドにかかる熱エネルギーは増加の一途をたどっている。その結果、画
像形成の際のプリンター発熱部周囲の温度はいきおい上昇し、熱転写シートを構成するバ
インダーの耐熱性や背面材の滑性が印画性能や長期印画時におけるヘッド上のカスの発生
やサーマルヘッドの摩耗に大きな影響を与えてきた。
【０００３】
また、従来の熱転写シートにおいては、サーマルヘッドと接触する面（裏面）において基
材シートがサーマルヘッド部材に溶融付着することによる印字不良現像（一般に「スティ
ッキング」または「スティック」と呼ばれている現象）や、印画時と非印画時の摩擦係数
に大きな差があるために印画じわが発生するといった問題があった。
【０００４】
このため、従来、熱転写シートの背面側に耐熱性の高い熱硬化樹脂からなる耐熱層を形成
する方法が提案されている。しかしながら、このような耐熱層の形成は、スティッキング
の発生を防止する上においては一定の効果があるものの、上述した摩擦係数の問題は依然
として解消されない。
【０００５】
このような観点から、滑性向上・安定化のためにシリコーンオイル、低沸点ワックス、界
面活性剤などを背面層に添加する方法が提案されているが、これら従来添加されている滑
剤成分は低沸点であることから他の物体に移行しやすく、例えば製造した熱転写シートを
ロール状に巻き取ると背面層と重なる反対面の染料層に移行して染料層の転写性に悪影響
を与えるという新たな問題が生じる。また、これらの滑剤成分は熱転写時に軟化あるいは
溶融してサーマルヘッドを滑らせるものであるため、必然的にサーマルヘッドを汚染しカ
スが発生するという問題がある。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は上記のような従来技術の問題点に鑑みてなされたものであり、プリンターの高速
化に十分対応し得る熱転写シート、より具体的には、印画じわを防止するための低い摩擦
係数における印画・非印画時の安定化、長期印画時の発生カスの問題の解消が図られた熱
転写シートを提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決しようとする手段】
上記の課題を解決するために、本発明に係る熱転写シートは、基材シートと、前記基材シ
ートの一方の面に形成された熱転写層と、前記基材シートの前記熱転写層と反対側の面に
形成された背面層とからなる熱転写シートであって、前記背面層が、滑性成分として極圧
剤を含有することを特徴とするものである。
【０００８】
本発明の好ましい態様においては、上記背面層は滑性成分として、さらに金属石鹸を含む
ことができ、具体的には、アルキルリン酸エステルの多価金属塩および／または脂肪酸の
多価金属塩からなる金属石鹸が好ましく用いられ得る。
【０００９】
さらに、本発明の好ましい態様においては、上記極圧剤が、高温／高エネルギー条件下で
滑性を発現する温度選択性を有するものからなり、具体的には、有機金属化合物、リン系
化合物、硫黄系化合物、ハロゲン系化合物およびこれらの混合物からなる群から選ばれた
少なくとも１種を用いることができる。
【００１０】
上記極圧剤の含有量としては、背面層の重量に対し、１～５０重量％の範囲で添加するこ
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とが好ましい。
【００１１】
また、本発明の別の好ましい態様においては、背面層と基材シートとの間にさらにプライ
マー層を設けることもできる。
【００１２】
さらに、本発明の好ましい態様においては、背面層がさらにフィラーを含有していてもよ
い。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る熱転写シートを好ましい具体例に基づいて説明する。
【００１４】
本発明に係る熱転写シートは、基材シートと、前記基材シートの一方の面に形成された熱
転写層と、前記基材シートの前記熱転写層と反対側の面に形成された背面層とからなる熱
転写シートであって、前記背面層が、滑性成分として極圧剤を含有することを特徴とする
ものである。
【００１５】
本発明で用いる基材シート（フィルム）としては、従来の熱転写シートに使用されている
ものと同様の材料を適宜用いることができるとともに、その他のものも使用することがで
き、特に制限されない。好ましい基材シートの具体例としては、例えばポリエステル、ポ
リプロピレン、セロハン、ポリカーボネート、酢酸セルロース、ポリエチレン、ポリ塩化
ビニル、ポリスチレン、ナイロン、ポリイミド、ポリ塩化ビニリデン、ポリビニルアルコ
ール、フッ素樹脂、塩化ゴム、アイオノマーなどのプラスチックフィルム、コンデンサー
紙、パラフィン紙などの紙類、不織布などがあり、これらを複合した基材シートであって
もよい。
【００１６】
基材シートの厚さは、その強度および熱伝導性が適切になるように材料に応じて適宜変更
することができるが、その厚さは０．５～５０μｍの範囲が適当であり、好ましくは１．
５～１０μｍの範囲である。
【００１７】
本発明における背面層は、当該背面層を構成するバインダー樹脂とこれに添加される滑剤
成分とからなり、この滑性成分として極圧剤を含有する。
【００１８】
本発明で使用する背面層のバインダーとしては、サーマルヘッドからかかる瞬時の強い熱
エネルギーから守るため、比較的高いガラス転移温度を有する高分子が好ましく用いられ
る。この点から、ポリイミド樹脂、ポリアミドイミド樹脂、アクリル樹脂、ＡＳ樹脂など
が特に好ましいが、この他にも、例えばエチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース
、エチルヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、メチルセルロー
ス、酢酸セルロース、酢酪酸セルロース、硝化綿などのセルロース系樹脂、ポリビニルア
ルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルブチラール、ポリビニルアセタール、ポリビニル
ピロリドン、ポリメタクリル酸エチルエステル、ポリアクリルアミド、アクリロニトリル
－スチレン共重合体などのビニル系樹脂、ポリアミドイミド樹脂、ポリエステル樹脂、ポ
リウレタン樹脂、シリコーン変性またはフッ素性ウレタン、アクリル樹脂などが挙げられ
る。これらの中で、セルロース系、アセタール系、アセタール系、ブチラール系、アクリ
ル樹脂系、アクリロニトリル－スチレン共重合体系、ポリエステル系、ポリウレタン樹脂
系などが好適である。
【００１９】
本発明において滑性成分として添加する「極圧剤」は、高温／高エネルギー条件下で滑性
を発現する温度選択性を有する成分からなる。
【００２０】
本発明者の知見によれば、上記のような極圧剤を滑性成分として添加することによって、
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選択的に高温／高エネルギー印加時において、極圧剤成分が印字部分の界面に析出して良
好な保護膜を形成することが判明している。
【００２１】
このような極圧剤の好ましい具体例としては、有機金属化合物、リン系化合物、硫黄系化
合物、ハロゲン系化合物およびこれらの混合物からなる群から選ばれた少なくとも１種が
挙げられる。なお、極圧剤としては、鉛石鹸、硫黄化合物、リン化合物などが挙げられる
が、これらの中でも融点が比較的低いために巻き取り時の転写層への移行が問題となる物
質も存在する。したがって、熱転写シートの保存状態よりも高い温度の融点を有し、しか
も幅広いエネルギー範囲において滑性を常に発揮するために、数種類の極圧剤を混合して
使用することが好ましい。
【００２２】
極圧剤として特に好ましいものは、ジアルキルカルバメートやジチオカルバメートなどの
金属塩などの融点の比較的高いものである。
【００２３】
また、本発明においては、滑性成分として、上記極圧剤とともに金属石鹸を併用添加する
ことが好ましく、アルキルリン酸エステルの多価金属塩および／または脂肪酸の多価金属
塩からなる金属石鹸が好ましく用いられ得る。これらの金属石鹸は、一般に低温／低エネ
ルギー時においては良好な滑性を発揮するものの、高エネルギー下では大きく滑性が低下
する。したがって、印画時と非印画時の滑性の差異により印画シワが発生するため、高エ
ネルギー下で滑性を発現する上記の極圧剤と金属石鹸を併用することにより低温／低エネ
ルギー状態から高温／高エネルギーまで幅広い領域で安定した摩擦係数を得ることが可能
となる。
【００２４】
金属石鹸の使用量は、上記バインダー１００重量部あたり１０～１５０重量部の範囲が好
ましい。使用量が１０重量部未満であると低温／低エネルギー状態での充分な滑性が得ら
れず、一方、１５０重量部を超えると背面層の物理的強度が低下するので好ましくない。
【００２５】
さらに、本発明の好ましい態様においては、背面層と基材シートとの間にさらにプライマ
ー層を設けることもできる。このようなプライマー層としては、従来公知のプライマー用
材料が用いられ得る。
【００２６】
さらに、本発明においては、背面層にさらにフィラーを添加することができる。このよう
なフィラー成分は、滑性を一層良好なものにする上で効果が期待できる範囲において使用
されるべきである。
【００２７】
背面層を形成するには、上記の所定の成分をアセトン、メチルエチルケトン、トルエン、
キシレン、エタノールなどの適当な溶剤中に溶解または分散させて塗工液を調製し、この
塗工液をグラビアコーター、ロールコーター、ワイヤーバーなどの慣用の塗工手段により
基材シート上に塗工し、乾燥することによって形成される。その塗工量、すなわち背面層
の厚さも比較的重要であり、本発明においえは固形分基準で０．５ｇ／ｍ２以下、好まし
くは０．１～０．５ｇ／ｍ２　 の厚さ目的とする充分な性能を有する背面層を形成する
ことができる。
【００２８】
色材層（転写層）としては、昇華型熱転写シートの場合には昇華性の染料を含む層を形成
し、熱溶融型の熱転写シートの場合には顔料で着色したワックスインキ層を形成する。こ
れら色材層の材料としては、従来公知のものが目的に応じて適宜使用することができ、特
に限定されるものではない。
【００２９】
【実施例】
以下、本発明の実施例をあげてさらに具体的に説明するが、本発明はこれら実施例の記載
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によってんら限定されるものではない。
【００３０】
（実施例１）
基材フィルムとして６μｍ厚のポリエチレンテレフタレートフィルムに下記組成の耐熱滑
性層（背面層）用塗工液を乾燥時約０．４ｇ／ｍ２　 になるように塗布及び乾燥し、背
面層を形成した。基材フィルムの他方の面に、下記組成の熱転写色材層用塗工液を乾燥時
約１．４ｇ／ｍ２　 になるように塗布及び乾燥して、熱転写色材層を形成し、本発明の
実施例１の熱転写シートを作製した。なお、文中、部または％となるのは重量基準である
。
【００３１】
背面層用組成物
　　ポリメタクリル酸メチル（三菱レイヨン製、ＢＲ８５）　　 　 ６．７部
　　ポリエステル樹脂（ユニチカ製、ＵＥ３２００）　　　　　　　０．３部
　　タルク（日本タルク製、ミクロエースＰ－３）　　　　　　　　０．５部
　　ステアリルリン酸亜鉛（堺化学製、ＬＢＴ１８３０）　　　　１．２５部
　　ステアリン酸亜鉛（日本油脂製、ジンクステアレートＳ）　０．６２５部
　　ジ－ｎ－ブチルジチオカルバミン酸亜鉛
　　　　　　　　　　 （住友化学製、ソクシノールＢｚ）　　 ０．６２５部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
熱転写色材層用組成物
　　ＭＳ－ＲＥＤ－Ｇ（三井東圧化学製、ディスバーレッド６０）　　　２部
　　マクロレックスレッドバイオレットＲ（バイエル社製、
　　　　　　　　　　　　ディスパースバイオレット２６）　　　　１．５部
　　ポリビニルアセタール樹脂（積水化学製、
　　　　　　　　　　　　　　　　エスレックスＫＳ－５）　　　　３．５部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６．５部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４６．５部
（実施例２）
　実施例１と同様の方法により、背面層用組成物に代えて下記組成の背面層を形成して熱
転写シートを作製した。
【００３２】
　　ポリメタクリル酸メチル（三菱レイヨン製、ＢＲ８５）　　　　６．１部
　　ポリエステル樹脂（ユニチカ製、ＵＥ３２００）　　　 　　　 ０．３部
　　タルク（日本タルク製、ミクロエースＰ－３）　　　　　　　　０．５部
　　ステアリルリン酸亜鉛（堺化学製、ＬＢＴ１８３０）　　　　　１．２部
　　ステアリン酸亜鉛（日本油脂製、ジンクステアレートＳ）　　　０．６部
　　ジ－ｎ－ブチルジテオカルバミン酸亜鉛
　　　　　　　　　　 （住友化学製、ソクシノールＢｚ）　　　　 １．３部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
（実施例３）
　実施例１と同様の方法により、背面層用組成物に代えて下記組成の背面層を形成して熱
転写シートを作製した。
【００３３】
　　ポリメタクリル酸メチル（三菱レイヨン製、ＢＲ８５）　　　　６．７部
　　ポリエステル樹脂（ユニチカ製、ＵＥ３２００）　　　　　　　０．３部
　　有機フィラー（尿素樹脂）　　　　　　　　　　　　　　　　０．１５部
　　エポスターＳ（ベンゾグアナミン樹脂）　　　　　　　　　　０．３５部
　　ステアリルリン酸亜鉛（堺化学製、ＬＢＴ１８３０）　　　　１．２５部
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　　ステアリン酸亜鉛（日本油脂製、ジンクステアレートＳ）　　０．６２部
　　ジ－ｎ－ブチルジテオカルバミン酸亜鉛
　　　　　　　　　　 （住友化学製、ソクシノールＢｚ）　　 ０．６２５部
　　トルエン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
　　メチルエチルケトン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５部
（実施例４）
　実施例１と同様の方法により、背面層用組成物に代えて下記組成の背面層を形成して熱
転写シートを作製した。
【００３４】

（実施例５）
実施例１と同様の方法により、背面層用組成物に代えて下記組成の背面層を形成して熱転
写シートを作製した。
【００３５】

（比較例１）
実施例１と同様の方法により、背面層用組成物に代えて下記組成の背面層を形成して熱転
写シートを作製した。
【００３６】
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（比較例２）
実施例１と同様の方法により、背面層用組成物に代えて下記組成の背面層を形成して熱転
写シートを作製した。
【００３７】

（評価試験）
上記実施例１～５および比較例１、２の熱転写シートについて下記の方法により、印画シ
ワの発生、スティッキングおよび熱融着性について調べた。評価結果を下記表１に示す。
【００３８】
印画シワ：
三菱電機（株）製昇華プリンターＣＰ７００においてＣＰ７００標準紙に黒ベタパターン
を印画した際、シワが発生しなかったものを○、発生したものを×とした。
【００３９】
スティッキング：
三菱電機（株）製昇華プリンターＣＰ７００においてＣＰ７００標準紙に黒ベタパターン
を印画した際、スティッキングが発生しなかったものを○、発生したものを×とした。
【００４０】
熱融着性：
京セラ製サーマルヘッドＫＳＴ－１０５－Ｊ３ＦＡＮを用い、これに４ＫｇＷの荷重、印
画エネルギー０．４ｍｌ／ｄｏｔで三菱電機（株）製昇華プリンターＣＰ７００標準紙に
５０％斜線パターンを１０ｍ印画した際、サーマルヘッド発熱体上の付着物の量を顕微鏡
で観察した。付着物の厚みが５０００Å以上の場合は×、３０００～５０００Åの場合は
○、３０００Å以下の場合は◎とした。
【００４１】
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【００４２】
【発明の効果】
上記の実施例、比較例の結果からも分かるように、本発明に係る熱転写シートは、背面層
に極圧剤が含有されているので、印字シワとスティッキングの防止と熱融着特性の低減化
の双方においてすぐれた効果を奏する。
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